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内 容 梗 概

AX3形私設用クロスバ交換機は,その概要についてはすでに本誌(1)に紹介されているが,さらに小容量にお

ける経済性と如い､無ひも中継台プノブしの検討を行なったので,本文では完成されたAX3形クロスバ交換機と

して,総括的にその特長について述べる｡AX3形クロス/ミ交換 は,従 のAX3D形とこのたび新しく実用

化したAX3M形の2種類から粘成されているが,本別勺には架構成が異なるのみで,方式,機能はほとんど

同じである｡AX3形クロスバ交換

に広くなった｡

1.緒 E:l

ほ,このように2臓憧を完成したことにより,経済的な適用範囲がさら

さきに本紙(1)に発表されたAX3Ⅰ)形私設川クロスノミ交換龍は,

一機種で100～2,000回線をカバーする適用~j範l川の山､クロス/二女

換機であり,その納入プ己も銀子J･,亡川二,捌〔会裾電鉄会什,製鉄

会社など闘糾弾こわたり,この交換機の.l く融通件に1･:iJんでいるこ

とがl一(証さ.れている｡

しかし適m範囲を限定す川£,さドJに小根山こおける経済性が増

すので,今;て-jl適月]範囲を100-＼■600回線として,機■能,性能はAX3

形と川じでしか1bフレーム,レジスタ,トランク,付帯装i罠などは

同じものを使用する方針でAX3M形を実fl~J化L′たuすなわち,

AX3D形とAX3M形とは本質的には適用領Iillと架構成が異なる

のみであるので,各装置の椎類が少なく,したがって矩納期で経瀾

l伽こ廠客の要卦ここたえることができると思わ直る･･

AX3M形クロスバ交換機は,東よガス株式会社横浜営業所(実

装100ll-i】線),大生相互銀行本店(実装80回線),株式意識二熊冨姐庖

某所(実装200回線)をはじめすでに十数箇所へ納人し,その経済性

が高く評仙ほれている塊状である:,またAX3DおよびM形にほ,

人l～-り_~l二学的兄地よりふて非常に能*のよい共通操作方式の無ひも申

台拙が付加できるように考慮さJL,現在名ノノ軒ご漸†ほけし好評を

得ている｡

本文ではこげ)ように完成されたAX3形私設ト†｣クロスバ交換放と

して,AX3M形な小心に総合的にそ跡特長,機能の概要こついて

述べる｡

2.本交換機の概要

AX3形は100～2,()00回線の範l用をカバーする生井適制倒方式私

設川クロスバ交換機で,最終容良600い_り線川と2,000回線用の2椀

種に分かカL,それぞれ次のように呼称される′､

AX3 形クロスバ変換機【

AX3Ⅰ)形クロスバ交換機
最終容量2,000回線用

AX3れⅠ形クロスノミ交換機
最終容量600回線用

AX3D形ほ従来のAX3形クロスバ交換機のことであり,AX3M

形ほ小容量用の装置を一部標準化し,これと従 のAX3形クロス

バ交換機を組み合わせることにより構成されるものである･｡ここで

AX3M形クロスバ交換機の設計方針を述べれば,次の 点である_.

(1)回線容量は原則として実装300同線まで,最終容量は60U

回線とする｡

(2)フレーム構成,制御方式,構造はAX3D形と同一とする｡
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し3)AX3D形とJ-ヒj--†｣可能な装~岸引ま極ノJそのままとする｡-す~な

わF_)各旅装苗数の増加を押える-､

(4う ′卜甘量用と に持てし

川機器などは梅ノノAX3D形に統一し,機器櫨

装置についても使

の増加を押える｡

(5)番け計向,付与しうる付帯機能はAX3D形に 一する｡

(6)クロスバ川根㍑詩の徹底的使用により長々命で安定克サービ

スを提供する=

(7)膵二r†子言己録装置の設f榊こより予防保守ができるようにし,ま

た某申訳験保′､｣:によりFl常試験業務を能率化する｡

(8)低架高の架の採川と装襟■を小形化して所要床出梅を小さく

する.っ

(9)各種付帯機髄液比較的容捌こ付与できるようにする｡

など,すなわちAX3D形の特長はそのままAX3M形に生かした｡

荷号計向としてほ,いすれの形式でも変りなく次に示すとおりで

あって,l勺線番号ほ増設途上において3数字より4数字に溶射こ切

替可能である｡

l/｣線

ノしj線発信

扱者呼出

私設線発伝

特殊

3数字またほ4数字(第1数一子:により識別)

1数字たとえば"0"

1数字たとえば"9"

1数字たとえば"8"

3数字"11Ⅹ"

両形式の加入者および出船端ナ数の適用範囲を弟】図にホし,弟

1表にそのは様を対比して′Jミす､.

3.中継方式およびフレーム構成

AX31)形とM形クロスバ交換機の基本的な■--1｣継プノ式を弟2～る

図に示す｡,図におけるTRRは第1表にも示すとおり,AX3M形

の場合は指定により塔

合を示す｡

弟2図は基本小

れる場合を示し,
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されるものであるが,図面では設備した易
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追加することにより,舞3図は有℃､～』式棚糾ニー継台を設置してPBX

用とした場合を示し,舞4図は無ひも式局線中継台を設置Lて局線

と中継台の接続回路が桓結される場合をホし,中継台 1,局線数

10以下に適用さJLる方式である｡舞5図は第4図の局線と中継台の

接続L口膵各部分をリンクて結たするようにしたもので索線式と呼ばれ

るものである｡弟d図はトーノしダイヤルを行なう場合を示す 答申

継方式図に使用される記号名称対照表を第2表にホすL〕

弟7図と第8図にフレーム構成を示す｡フレームはAX3D形と

AX3M形に共用するので,ライン回路と出線数の増設単世はいず

第1表 AX31)形とAX3M形の仕様比較

第2表 中継方式図の記号名称対照表

名 称

ATT

BWT

CDF

CMPT

CONN

DNT

EXT

ICT

IOT

IR

IRL

IRMC

LF

LFC

LMC

LTR

M

･い 継 台

両方向トランク

結合配線盤

障害受付トランク

接 続 回 路

空番号トランク

内線電話棟

入ト ラ ソク

内線相互トラニ/ク

入 レ ジ ス タ

入レジスタリンク

入レジスタマーカコネタメ

ラインフレーム

ラインフレームコネクタ

ラインマーカコネクク

試験レジスタ

マ ー･ カ

〟〟

ロー1旋
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記 号

MDF

MT

NG

NGC

OGT

OPCT

OR

ORMC

OS

OSL

PL

PR

PRMC

TDF

TRR

TSl､T

本 配 線 盤

集中試験装置

ナン/∴-クルーーーフ

ナソノし一クルーブコネクタ

I月ト ラ ンク

扱者呼出トランク

発信レジスタ

発信レジスター√･--カコネクタ

出 セ ソ ダ

出セソブリング

ポジシ ョンリ ン/ク

ポジションレジスタ

i苦言;ヨソレジスタマ~カ
トランク配繰盤

障害記録装置

試験ト ランク

ポジショソレジスタマーカコ

†♂β〟∠ノー

第2図 基 本 中 継 方 式 図
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第4図 無ひも式標準中継力式図(直結式)
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第5凶 無ひも式標準中継方式図(索線式)
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第6図 私設中継線標準中継方式図
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第3表 フレームと入線,
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第9岡 フレームに加わる呼量とリンクプロ､ソク率の関係

れの形でも同一である｡黄7図は底本フレーム,舞8図ほ併合フレ

ームである｡=ゝ1フレームにライン回路100およびトラソク80を収

容できる某木フレーームは,所要H線数が80以卜のときに適用し,ラ

イン回路100ごとに1フレーム設けて=側は全フレーム複式とす

る｡所要出線数が80をこえる場合は基本フレームを2個併合する

ことにより第8図のようなフレーム梢成となり,Ⅲ練数は160とな

る｡このフレーム変換ほ2次スイッチにおいて一次リンクを相互に

複式接続Lて行なわれる｡F-Il線数160まではなんら増設スイッチが

必要でなく,併合するフレーム相互間の一次リンク複式接続のみで

あるから,非常に経済的であり,AX3M形では刑線数の最大をこ

の160においている｡なおAX3D形においては,さらに増設三次
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第10博l発信音接続
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第11園 内観相互接続

スイッチを2段階に付加して2001爛神位の山線増設を図ることが

できる｡舞3表ほフレームと入線,～1__磯の関係を示す｢･

こクーフレームの運びうる呼註ほ第9図のようになる.･

4.ÅX3DおよびM形の主要接続動作の概要

4.1発信 昔 接続

内線が送受器をあげて発信レジスタ(OR)に接続され,ORから送

出される発信音を聞くまでの接続である｡内線が送受器をあげると

ラインリレーが動作し,ラインマーカコネクタ(LMC)を通して空

マーカ(M)を起動する｡Mは起動されるとトランクブロックコネク

タ(TBC)を通してトランクブロック(TB)のLいの空ORを選択し,

一方LMCとラインフレームコネクタ(LFC)を通して発呼者の収容

位置およびサービスクラスを 別し,また発呼者とORを 続する

チャンネル選択を行なったのち,TBCを通してORに発呼者収容

経とサービスクラス番号および一次リンク番号を転送するDこれら

の表示は内線相互接続,Fl川-1継接続などに使用するために転送する0

次にMは-･次,二次二転よび三次の各クロスバスイッチの交さ点を

閉じ 通話路の混線地気試験, 続性試験および二屯接続試験履行

なって復旧し,次の呼に耀える｡

もしチャンネルが全話中であれはMは一度捕そくしたORを解

放L,他のTBに存在する?;?ORを再捕そくして援続を進行させる｡

この動作をリサイクルと呼ふリサイク′しは他け接続動作において

もトラソク選択の際,7j=こ行なわれる｡.以I二の接紬こ関係する装開

聞の関連は弟10図に′Jミされる｡､

4.2 内線相互接続

ORが 1数字計数蓄精後内線相互接続であることを識別すると,

クタ(ORMC)を通してMを起動し,Mに刊磯村互接続の表示と披

呼老番号を転適する｡Mはナンバーグループコネークタ(NGC)を適

Lてナンバーグループ(NG)を 勤し被呼老番号を送る(-､NGはそ

の被呼者番-りせ被呼者の収容位置および内線電話機種別に翻訳して

Mに送り返す｡一･方Mはあいている内線相互トランク(IOT)をTBC

を通して選択し,またNGより受け入れている被呼老収容位附こよ

さフLFCを経て被呼老の話ri--試敵を行ない,被呼老とIO′rの被呼側

を接続する｡次にMはORより発呼老に関する情報を受け入れ,

呼老とIOTの発呼側を接続する｡接続が終わるとMほORととも

に復IRし,各穐コネクタも復旧するL｡IOTから発呼割こは呼出青か

運用-1され,被呼老にほ呼出信号が送出され,被呼者の応答により通

.翔太敷こはいる｡通話終了し発呼老が送受器をかければ,IOTおよ
びその通話路ほ復![するり以__卜の接続に関係する装粁間の関

11図にホされる｡

4.3 センタを使用しない出中継接続

この接続は,局線発信接

い,

は第

,私設線接続,扱者呼出接続などをい

ORで1数乍蓄積後センダを使用しない山中 あること

別すると,ORはrノぅ線相互接続のときと同様にORMCを通して

Mを起動し,Mにセソダを使用しない出中継接続の表示と第1数字
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前号および発呼者に関する情報を転遷する｡Mは第1数字番引こよ

り選沢するルートを識別L,拙的のトランク(TRK)をTBCを通し

て選択するLlルートに川トランクと両方向トランクの二つの出方

路があるときはHlトランクが優先して選択され,什=､ランク全討廿

のとき両方向トランクが選択される｡

-･方MはORからの発呼割こ関する情報により発呼名のLFに

LFCを起動して接続し,チャンネ′レ選択を行なう そLてMは発

呼老とTRKとの問を接続し,ORとともに衡Rする｡以卜の接続に

関係する装置間のl月連は第12図に示される.二J

上記の接続が自動式局線への発信の掛合ほ,発呼者のサービスク

ラスに従って市外即時通話を通すか阻lヒするかの表示をMよりトラ

ンクに送る､-､局の第2ダイヤル音を闘いたのち,局加入 のダイヤ

ルを行ない,所望の被呼老に接続される.もL市外即時通話桐巨の

発呼老であれば,ただちにラインロックアウトされる.‥.また私設線

への発信で対局が自動であれば局線への発信と同じである.｡扱者呼

出接続であればトランクより中継如こ対し着信表示を行ない,中継

台扱者が応答すれば通話が行なわれる｡

内線電話機がテナント群に分かれていれば,局線発信接続および

扱者呼川接続において,Mほ発呼者収容位置によりその発呼老がど

のテナソト群に属するかを 別し,テナントに対応したトランクを

選択するようになっている｡

4･4 センダを使用する出中継接続

ORが第1数字によりセソダを使用する田中継呼であることを

別すると,出セソダ(OS)を起動する｡

このセソダを使用するFj沖継にほ2種類ぁり,一つはORで方格

別に使用した番ギを相手局に市選出する必要のあるときであり,

他の一つほ相手局の節2ダイヤル音を聞かないで第2数字以~Fをダ

イヤルするような中継方式において,第2数字以下を送出する場合

である｡前者の場合はOS捕そくと同時に第1数字をOSに転送後,

後者の場合はOS捕そく後,ORMCを通してMを起動する｡いず

れの場合も第2数√子二以後はORで計数しOSに蓄積される｢..MはOR

よりORMCを通Lて,セソダを使用する出中継接続の 示と第1数

字番号および発呼老に関する情報を受け入れる｡これらの′ 報によ

りMほ発呼老と出トランクを接続する｡その接続過程においてチャ

ンネル選択終了後,Mは出セノダリンク(OSL)を起動し,OS･OSL

･OGT閃を接続する｡OSLの制御をある"AつのMが行なっている

場合,他のMからは制御できないようになっているので,その

他のMほ わせとなる｡

OSLが完成後ほ,MがOSLの混線地気試験せ行ない,他方OGT

と発呼著聞の接続動作も進行して二市接続試験が終rする｡次にM

はORからOSLとOGTを経由Lた発呼老の連続性試験を行ない,

その後OR経由でOSに対しインパルス送出指示を与え,ORに復

旧表示を与え復旧するrノORはMよりインパルス送出指示を受けた

とき発信音接続で接続されている発呼老との通 路を復旧させ,通

話路をOSlノ側に連続して切り替える｡以後発呼老のダイヤルする

インパルスほOGT･OSL･OS経由でORで計数され,OSではイ

ンパルス送出指力知こ従ってORよりすで古こ受け入れ蓄債してある情

巴藩粛

第12図 センダを使用しな

い出中継接続
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掛こJ:りOSL･OGT経由で机手局へイン㌧ペ′レスを送出する｡OSに

蓄債されている数字をすべて送出し終jっり,またORでもイン㌧ペル

ス計数を行なっていなけれは OR,OSおよびOSLは復=ける｡

続いて 呼著がダイヤ′しを行なったときはトランクでインパルス中

継を行ない,相手局に送出されるrlニノ､上の接続に関係する装脚一日の

関連は舞13図に示される.

4･5 特殊番号接続

ORで特殊偏号"11Ⅹ"の3数字が蓄積されると,ORほMを起

動L･Mに特殊番号慮凝表示と第3数字目の"Ⅹ"1数字および発

呼轟こ関する情報を 送する｡Mほ特殊番号接続表ホと須3数す

"Ⅹ"により目的のトランク.を選択し,センダを使用しないF一日中継

接続と同掛こして発呼老と接続し,ORとともに子財口する..

4･6 私設中継線よりの入中継接続

人トランク(ICT)が軒下局から捕そくされると,た.だちに入レジ

スタリンク(IRL)を通して入レジスタ(IR)が捕そくされる｡IRに

内線番号が蓄積されるとIRはMを起動し被呼者番号を送る｡接続

動作ほ4.2項の被呼側接 と同様であるが,入中継接続の場合は

ICTが国定されているのが異なるだけである｡すなわちICTの収容

位置の検川ほIR･IRLを通して行なわれる.一一以上の接続に関係する

装置間の関連ほ第14図に示される｡

4.7 局線よりの着信接続

局線中継台の形式により異なるが有ひも式中継台の場合は省略

し,無ひヰ)式中継台の場合について説明する｡

局線より入トランク(ICT)に着 があれば小継台扱者の応答で接

旋回路(CONN)がポジショソリンク(PL)を経てICTに接続される｡

中継台(ATT)の扱者はどの内線に接続するかの要求を聞いて,ポジ

ションレジスタ(PR)を揃そくして,被呼老番号をPRに送る｡PR

ほ被呼老番号を受け入れるとただちにMを起動し,Mは応答した

CONNと被呼老を接続する｡Mの動作に関しては4.d項とほぼ同様

である｡以上の接続に関係する装置間の関連は第15図に示される｡

4･8 集中試験装置より試験トランクを経て内線電話機への接続

保守者が試験トランク(TSTT)を使用して内線

イン回路から 種各の側機換交

動作を行なうにあたってほ集中

を行なうための

話機あるいはラ

統をいい,接続

験装置内に置かれたTSTTおよび

ラインテストレジスタ(LTR)を使用する｡
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第14図 私設[1~瀾視よりの

入巾継接続
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AX3 形

抜続に際してほL′Ⅰ､Rの被呼~打番り･電けんと起動電H~んを様作す

ることによりMか起動さ)L,脚乎君とTSTTか4.7項とr甘様にL

て接続される.接続には特定のチャンネ′L/川むI11さ′れ,LFの･沈リ

ンクU〕C線む直接TSTTにL)[㌢せ立.被呼署.;,1小J)ときの檻.三視,

BCO.拙験に利用される1リ､卜の接続に関係する装fJ't川りの関連･:ニ第

1引図に′Jミされる.二

4.9 私設中継線のタンデム中継接続

タンデム小継接続は,人トランク♂つタンデム･吊≠用通.i.1路む再細

一息i.I機と同様にライン端/一に収容してぶさ,こ′才t≠.J=的の川トラン

クに･接続するものである

州T!.一〕よi)ICTが揃そくさ)Lると,.TCTにIRL存通LてIRにj壱

綻さ)L,IRLからIRに対LてICT折)LFl二の収容(紺■‡が転送さ].L

る′IRはこの衷心とIRで計数蓄潰さjLるダイヤル番-り一とにより,

必要な情報戒Mに送る-ノMの接続動作ほほは川中継彪戯と‖様に7｣■'

なわ]L.ICTとOGTかⅠ.JFを経て接続さ)Lる一

センダを他用する=中継接続て雷,Mの最強闘弥作力量㍉㌢ん了した

とき,MはIRを細山してOSにインノ1ルスj差出才旨′Jこをケ▲える IR

ほそJし以前においてはICT･IRL･IRでダイヤノしイン/＼ルスを′妥け

入れ7:.トゴり,そか以後に二f3いてはICT･LF･OGT･OSI.･OS･IR

の経路でダイヤルインノミ′L-スを受け入れるらIRで.汗数されたイン/､

ルスはOSに蓄積され,OS･OSL･OGTの経路で相手I誹こ′;畠lちさ

れる.= OSに蕃桁数′ナ:がなくなり,またIRでもダイヤ′レイン/､′しス

の計数雰ご子｣二なっていなけれはIR,OS,OSI｣よ復Irlし,以後ザり-イ

ヤノしイン/､′しスはICTとOGTで中継点か州~f描こ送川さ′jtるこし＼

.l二の接続に関係する装m鼎~1の関連ほ第17図に示さJしる

5.無ひも中継台および付帯装置

5.1無ひも中継台

従来のステ､ソナバイスチップ式交換機に使川される無ひも｣灘粁.､

ほ,木質的な_ソこ′･∴くとして接続l咋間カ､長いので,あまり広く利丹jされ

ていない現状である.･AX3 形クロスノミ交換機は仝共諭鋸Iiり御ノん夫を

採用しているので,接続時昭甘甘い すなわ亨Jノ.1う線からの着い=fノ‡_′

内線に接続するとき,そのl人J線番り･を小継子†で番り･電けんによりJfl

接符り化し■て共通制御射的こJノ~･えるため,瞬｢J射こ｢川勺のlノ､慄如こ接続

される､ノ Lたがって顧客に対するサービスが_卜がることほヰ,セノノJ

ん,扱帯川†封馴舶用も減少するので,多くの回線を月■〈り扱うことか

できる-

またAX3ノ研こ使川される無ひも申

継子rほ,従来の`電けん操作方且故人m

｢二′､川勺見地よりスJ∵1㍉'1動化L,さら

に扱一書の交換能率む向_l二させた すな

わち従来の無ひも中継台でほ台ごとの

接続回路対応に電けんを設け扱_者【′1身

によって接㈲紆･~=格の選択,応署1適-irI

割込などが行なわれているカ1本子汀王

位H]ひん度の多い電けんだく･ナ,機能的

に分類して最も振作しやすい媒酌而の

中央に集中実装された∴†三要操附ま,

すべて操作面に集小されたランナ什の

抑ボタンでけなわれ,操鼎にあたって

は点火し･た押ポ_タンに扱者れ誘三洋さ

れ,･1りくした押ボタンな順次操作すJt

はよい.-.このように交換取扱作 は非

?領こ車糸重な操作となり,交換能率の向

上と接続lリl路の〔Ⅰ動選択にエリ呼の平

均化が行虹hLるようになった- また

′T′り･イン畢

一7､
換 749

樵器･ノつ使用じ＼ん度のかたよりがなくなり,AX3形クロスバ交換粍

てこま無ご＼も小継fiか広く手かl了されるようにな〔た一

台の構造はスチー′し製の1台1庫席据苗形て,局線数に応じて拡

プこ20白まで連結可能である_ 操作面には上述の共通操作押ボタン

とl枠組呼出のための数`寸ニボタンおよびjiiう線呼出し閏のダイヤ′り二配

作され,江頑/くネ′Lにほカード箱一および補助的に便刊づかる祐棒表

示ランプ,電けんが配置■たされている｡

また本f了は,局線数が少ない場釦こは第3項に述べたとおりり線

トランクと接続川路をr自二結式にして使用し,..局線数が多くなれ(上り

線トランクと接続llil路問にクロス/ミスイッチ封肘1~一丁Lた1段接続の

リンクをそう人することにより索線式にすることかてき,経済的に

しかも`査易に台を増設することが可能である

本{に関節する挽紺=】路,制御リレーグ′L-フおよびリンク用ク

ロスバス†､ソチ･∴ミクロスバ交換機の本体と同陣ノ_)架に搭叛さjLてい

Q

5.2 付 帯 装 置

廿帯裳苗ザ詳帥こついてはすでにた~ぴたJ本誌て㈲拾づ一子していろ

折｢~三(ニう},ここでほAX3形クlコスバ~む換Ⅰ称こ什帯さ′巨る装置につし

て列挙する=

【'!動共電電話装障榔

コー′しバック電J三.鴇射で=;

トランスファ装繹

夜間小継装躍伸

秘書電話装置(叛ヰ)

8共同連接線装置(紬う

2共同連接線装揮

い一-,せい指令電.講装Flワ工(:う■

トーキー装i粁3-

オートダイヤ中尉′-f~(二り

不在転送装腔サ

長距離私設線補助装腔仙裸

トラフィック測定装躍

ハウラー廿動送丑闇描l:

ページング装粁

る.装置の構成

AX3形クロスバ交換機の主要装躍各架の概略実装を第】8図にホ
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交 換 機 彩 名

＼____ 回~~磯 数

架 名 称

ラ イ ン 架A(二LFA)

ラ イ ン 架 B(LFB)

コネク タ架A(CFA〕

て -- カ 架A

て M- カ 架 M

トランク配線盤
架A
発信レジスタ架
A

発信レジスタ架
M

トラン グ架A

†ラ
ンク架M

ナンパ∴-グルー

プ架A
華中試験蓑田架
A

信号機架A

計 架 教

(二MFA)

(MFM)

(TDFA〕

｢ORFA)

(ORFM)

(TFA)

(TFM)

(:NGFAJ

(MTFA､)

(MGFA)

第5表 使

D M

1

第4表 架

11 j 8

＼l

16 111

第6表 鋭 路 条

第7表 絶縁抵抗および絶縁耐力

第8表 伝 送 諸

通 話 減 衰 i.ミ:

漏 話 減

す.｡

冥 箭

インビ=-ダンス不平衡_是 30 dB(1,000c/s)

7,他機種交換機との床面積の比較

7.1AX3D形とAX3んl形の比較

前述のようにAX3M形ほ100､･2,000i叫線の範囲に適用できる

AX3D形の′J＼容量1_旦Ⅰ線部分をより経済化したものであるから,具

体的にたとえば架数について同一条件のもとに比便すると舞4表の

ようになる二

比較条件は次のとおi′)とする

り)最繁崎1内線当り咋吊

周線_発信 2H.C.S i～保発信 1H.C.S

一通話当り平均保頁那与閃を100秒とする｡

J‖)線■†機軸まイj､ひも式とし,特殊な付帯装帯を含まない標

74

第44巻 第5号

80011,000 1,20011,500 2,000

35 40

4.焔7

〟甜腑材7f材

ムウ1∠ノ亡オエ相

∫〝 叔折

月〝J〟升三

(内線200,

第19図 所

〝/祐/酬.Ⅷ

り♂弓形)

詔F ∠/1 ∴ウフ

し川

月/J〝斉三

､

β∴セ妙

ノl相〟切7説明(研/刀7万1

ノ仇ヲ/オr/オ ⊥〃 ∠ノ旬/.ノ『

Jβ
､､

バズし7β汗三 単位郡り

有ひも局線中継台を除く)

要床面 積 の 比較

(帝′♂

J冨加l/∠しう､∠上払ル∠J

∫∠1 Wノ伴7)し～凡?

､

∴

､
い

月形(ラインスイ･ソ別｣形)単イ立澗仰

(内線200,有ひも局線中継台を除く)

第20図 所要床面 積 の 比較

準の場合とする.｡.

第4表より内線300の場合について所要床面積を比較すると弟】9

図のようになる｡図においてAX3D形の所要床面積ほAX3M形

の1.4倍強である｡

7.2 ÅX3M形とÅ形の比較

AX3M形とA形(ラインスイッチ式のAL形)を第7.1項の(1)

～(3)と同一条件のもとに所要床面掛こついて比較すると弟20図

のようになる｡図においてA形の面積はAX3M形の1.2倍である｡

AX3M形は図の配~筐引こおいて架数を増加させないで内線番号を3

数字式から4数字式に切り替えることが可能であるが,A形ではセ

レクタ階梯(てい)を一段追加する必要があf),またA形の所要床面

にたとえばAX3M形を配置した場合は,1列に4架並べること

が可能であるから,TDFを別のところに配閏すれば,さらiこLFA

2架とTFAl架を追加でき,内線400回線を収容できる_ すなわ

ちこの例でJノっ線回線数は200と400であるから2倍の違いかあるこ

とになる.二′

以上のようにAX3M形の実用化により所要床面研か人幅に′J､さ

′てなる｡これは架数の減少をみたためであって,交換装躍の創設贋

はほぼ柴数に比例すると考えてよいから,非′.削こ経済化されたこと

がわかるr:
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第24図 株式会社東海銀行新木店納

AX3Dクロスバ交換機の中継台妄

第23同 株式会社東海銀行新本店納

AX3Dクロスバ変換機の試験室
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第26図 東京ガス株式会社横浜営業所納

AX3Mクロスバ交換機機器配置図
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AX3Mクロスバ交換機中継方式【ヌl
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8.電気的性能

本交換機の使用電猟線路条件,絶縁扱軋絶縁耐力_bよJ王送

話最ほ弟5､8表に示すと_得りである′..

具 体 例

本交換機の具体例とLて,AX3D形は株式会社東海鋸丁新本出

納の交換機をあげることができる.二その[F--継方式を弟21図に.枚㌫き

配置を第22図に,試験室の一部を第23図に,中継台宅を第24図に

示す二AX3M形は東京ガス棟ぺ会社横浜営 所に納入さか∴

の中継方式を策25図に,機器配置を第2d図に示す_,

10.結 R

以上AX3形クロスバ交換機の概要について述べたカ■;,

㌣軸■二融
登鐸新案第5i1464号

ケ､､､∴
九
･

-
､

に

ト
一
I
｣

牛･

新 案 の

評
=′ゝ

l】刑 第44巻 第5 り-

⊥【Il紗糾昌:に制限を加侵■て勘考仙こ私点なおいたAX3M形の′′こ成に
二･■)▼AX3 彫クロスノミ交換機七休の適応牲証さらに拡人さJtたも

･ノつと考える_
今後の課題として,現在多方血にわたって納入運瓶さ

子しで}､るAX3形クロスノこ交換放の渾川上,附､▲j:とのデ"タむ収集

調′たLて,阻て､｣▼を子J`なう所存二である_.

終わりにのぞんで種々の有益なご助■言をいただいている顧客のか

たカイニならびに木交換機の標準化に際L∴1音填,ご協力をいただい

た｢丁･■′二笹川言明の閏倖苫肴≠に町L厚く感謝のぷを_表す亮

｢1)

r2J

(3)

(4)

(5)

･:6ノ
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ダブルジブコールカ ッ タのジブ切込機構

戟 迫

l･上 ~~トノブ支持椀17,18に国定した大衡車15,16とカゝも㌻一手う

L ~F′卜齢中14,8の軸11,7およびL,下カッタチエンを.駆動

するLトドライブスプロケ､ソト26,24の軸25,21の行軸をそれ

ぞれ別個に設ける=

2･上記各軸に切替装置12,9および27,22をそれぞJt.設ける∧

3･小歯中軸11.7ぶよびドライブスプロケ､ンり､軸25,21を成一車

k導機鞘6ないL4,19を介してそれぞれ油臣モータ3おこごニーiニミ

動機1に連続するニ

ー′川],効果

1･上,~~Fジブの機楓切り込みを同時に行なう場合

⊥二,~Fソナ川かみ合いクラッチ12,9および上,下チエン帰か

ふ合いクラ､ソチ27,22を入りの状掛こすれば,原動機lにより歯

車群19,20を介1ノて_j二,丁ドライブスプロケット柚25,21が回転

するので,そのカッタチエン駆動nlドライブスプロケット26,24

も回転して上 ~Fカッタチェンを駆動させる.二

Fq時に原動機1に連動する油虹モータ3が駆動し,一連の船中

4ないし6を介してウオームホイール軸7および被動軸11にFrll

転するので,釦1i8,16および14,15iこより上 下ジプ支持腕17,

18が旋回して上,■ドジプの機械切込をゎなう二

2･上 下ジブの機楓切込を単灘匿イなう場合(たとえ｣芝｣ニンフ

｣つみの機械切込)

上ノブ用かみ合いタラ､ソチ12および上チエン用かみ合いクラ

､･ノチ27を入りの状態のままにしておき∴トジプ用かみ合いクラ､リ
チ9および下チエン川かみ合いクラッチ22だけを切りの状態に

するて

3･機械切込ザ不口J能のためロープりJ込を子fなう場合

上,下チエン用かみ合いクラッチ27,22を入りの状態にL.L

トノブ川か入了㌻いクラッチ1乙 9を切りの状態直すれほ,人一騎車

15,16か逆転可凝となるから_ト,~~Fノブ支持腕17,18の旋lロ】がn

㌻至-となる そこで,｣∴,~Fジブの適･｢1潤哺に設けたガイドローラ

エロープをかけて別個の動ノバこよりローブ切込をキrなう._.

二の考案ではl二記のように,上 下ノブを個々にまたほ州寺に作

動できるようにしたから,則雪に適l心した托炭をきわめて能ヰ相加こ

行な∵二とカニできるはか巧でなく,機械切込がノ1可能になった場合

∴∴三`わ友いニローフ切り込みをキト･なう二Lかできる利点がある｡

(野 木･†)
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